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後ご
と
う藤　

善ぜ
ん
じ次

Ｑ　

わ
が
ま
ち
の
人
口
減

少
の
な
か
で
未
来
に
向
け
た
移
動
の
足

の
方
向
性
は
。

Ａ　

コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
移
動
の
足
の
将
来
に
わ
た
る
確
保
が
重
要
。
地

域
ご
と
の
移
動
実
態
や
ニ
ー
ズ
把
握
、
人
流
デ
ー
タ
な

ど
も
活
用
し
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
進

め
る
。
路
線
バ
ス
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
を
確
保
、

維
持
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
手
段
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
。
関
係
者
と
連
携

し
、
財
源
や
輸
送
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
効
率
的

で
持
続
可
能
な
交
通
体
系
を
構
築
す
る
。
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
が
路
線
維
持
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
利
用
促
進
に
も
取
り
組
む
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容
　
掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継
　
　
各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鈴す
ず
き木　

哲て
つ

Ｑ　

市
総
合
治
水
計
画
の

重
点
事
業
の
進
捗
も
含
め
た
状
況
は
。

Ａ　
土
砂
し
ゅ
ん
せ
つ
を
継
続
的
に
進
め
、
令
和
７
年
度
末

ま
で
に
63
の
河
川
で
実
施
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
東
部
地

区
胡
桃
川
で
堤
防
補
強
工
事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
末
で

57
・
5
％
の
進
捗
で
あ
る
。
祓
川
流
域
は
、
令
和
６
年
度
よ

り
地
下
排
水
路
改
修
工
事
に
着
手
し
、
進
捗
率
は
23
・
7
％

で
、
令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。
瀬
上
地
区
で
調
整
池

の
機
能
増
強
や
雨
水
貯
留
施
設
を
整
備
し
た
ほ
か
、
松
川
町

水
原
地
区
な
ど
104
・
９
ha
で
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
み
、
今

後
も
実
施
個
所
を
検
討
す
る
。
河
川
監
視
カ
メ
ラ
や
浸
水
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
、
正
確
な
情
報
発
信
や
迅
速
な
対
応
に
努

め
、
流
域
全
体
で
被
害
軽
減
を
図
る
。

菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

Ｑ　

詐
欺
被
害
防
止
に
有

効
な
国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー

（
国
際
電
話
ブ
ロ
ッ
ク
）の
利
用
申
請
に

つ
い
て
市
が
戸
別
訪
問
で
代
行
、
支
援

す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

国
際
電
話
不
取
り
扱
い
は
被
害
を
防
ぐ
有
効
な
方

法
と
認
識
し
て
い
る
が
、
戸
別
訪
問
で
の
代
行
支
援
は
、

個
別
利
用
状
況
の
把
握
が
困
難
な
こ
と
や
、
体
制
の
確

保
な
ど
運
用
面
の
課
題
も
多
く
、
導
入
は
困
難
と
考
え

て
い
る
。
出
前
講
座
や
学
習
会
な
ど
で
の
周
知
、
啓
発

や
、
民
生
委
員
協
力
の
も
と
、
警
察
官
や
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
高
齢
者
宅
へ
直
接
訪
問
し
、
注
意

喚
起
す
る
機
会
を
活
用
し
な
が
ら
、
手
続
き
方
法
な
ど

の
周
知
に
努
め
、
被
害
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
。

山や
ま
だ田　

裕
ゆ
た
か

Ｑ　

自
衛
隊
員
が
戦
場
に

送
ら
れ
る
危
険
性
が
高
ま
る
情
勢
の
中
、

若
者
の
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
提
供
す

る
こ
と
は
止
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

自
衛
隊
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
人
命
救

助
や
被
災
者
支
援
な
ど
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

上
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

自
衛
隊
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
平
時
か
ら
連
携

し
、
災
害
対
応
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
自

衛
官
募
集
に
係
る
情
報
提
供
は
、
法
令
及
び
国
か
ら
の

通
知
に
基
づ
き
、
市
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

Ｑ　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て
、
国
の
各
種
交
付
金
や
交
付
税
な

ど
を
活
用
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

員
の
報
酬
、
出
動
手
当
、
研
修
費
、
装

備
の
拡
充
な
ど
、
処
遇
改
善
に
つ
な
げ

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　

今
後
、
さ
ら
な
る
有
害
鳥
獣
へ
の
対
応
増
加
に
よ

り
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
出
動
や
負
担
の
増
加

が
発
生
す
る
場
合
に
は
、
国
の
交
付
金
な
ど
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
、
報
酬
な
ど
の
処
遇
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

Ｑ　

農
業
者
が
減
少
し
続

け
る
こ
と
に
よ
る
主
な
市
民
へ
の
影
響

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ　

農
業
者
の
減
少
は
、
農
産
物
の
生
産
量
、
流
通
量

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
食
材
を
使
用
し
て
い
る
飲

食
業
、
加
工
業
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
良
心
的
な
価
格
で
販
売
し
て
い
る
地
元
農

産
物
が
入
手
し
に
く
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
想
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
が
困

難
に
な
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
の
増
加
、
農
地
の
多
面

的
機
能
の
低
下
、
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
、

病
害
虫
、
鳥
獣
被
害
な
ど
の
影
響
と
と
も
に
、
果
樹
園

や
水
田
な
ど
の
景
観
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
本
市
が
誇

る
地
域
の
魅
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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沢さ
わ
い井　

和か
ず
ひ
ろ宏

Ｑ　

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
、

子
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
、
性
暴
力
を
早
期
発
見
す
る

仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
整
え
る
の
か
。

Ａ　
性
暴
力
を
防
ぐ
に
は
、
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
理
解
し
、

日
常
的
な
観
察
、
会
話
な
ど
か
ら
変
化
に
気
付
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
日
頃
よ
り
様
子
な
ど
を
把
握
、
情
報
共
有

し
対
応
す
る
ほ
か
、
子
ど
も
が
被
害
を
訴
え
や
す
く
す
る

た
め
定
期
的
な
面
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
早
期
発
見
に
も
努
め
て
い
る
。
保
育
施
設
な
ど
の
低

年
齢
児
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
に
対
し
面
談
な
ど
を
実
施

す
る
。
今
後
、
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

相
談
対
応
な
ど
の
在
り
方
を
改
め
て
確
認
し
、
早
期
発

見
、
対
応
に
つ
な
が
る
よ
う
、
見
直
し
な
ど
も
行
う
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

Ｑ　

先
達
山
太
陽
光
発
電

所
の
反
射
光
に
つ
い
て
、
市
長
は
記
者

会
見
で
、
事
業
者
の
報
告
に
基
づ
き
適

切
な
対
応
を
考
え
た
い
と
述
べ
て
い
る

が
、
適
切
な
対
応
と
は
。

Ａ　

事
業
者
に
よ
る
反
射
光
実
査
報
告
書
で
、
市
街
地

方
向
に
反
射
光
が
最
長
で
64
分
間
到
達
し
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
、
事
業
者
と
し
て
影
響
を
事
実
上
認
め
る
状

況
と
捉
え
て
い
る
。
景
観
の
問
題
で
は
、
緑
化
の
取
り

組
み
が
当
初
の
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
と
著
し
く
乖
離

し
た
状
況
に
あ
る
。
事
業
者
の
認
識
と
今
後
の
方
向
性

を
直
接
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
報
告
い
た
だ
く
よ
う

調
整
し
て
い
る
。
今
後
、
反
射
光
の
影
響
防
止
な
ど
と

景
観
回
復
の
実
施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

Ｑ　

市
訪
問
介
護
事
業
所

連
絡
会
の
本
来
の
目
的
と
し
て
、
各
事

業
所
の
経
営
実
態
を
把
握
し
、
状
況
改

善
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
こ
と
は
重
要
な

役
割
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　

設
立
に
あ
た
り
、
事
前
に
市
内
全
訪
問
介
護
事
業

所
に
対
し
、
本
連
絡
会
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
を
調
査

し
た
。
そ
の
結
果
、
他
事
業
所
と
の
情
報
交
換
、
制
度

に
関
す
る
情
報
共
有
、
研
修
や
勉
強
会
の
開
催
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
課
題
と
受
け
止
め
、

事
業
者
が
主
体
的
に
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
い
、

制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
訪
問

介
護
が
在
宅
介
護
を
支
え
る
地
域
連
携
の
基
盤
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
設
立
し
た
。

七な
な
し
ま島　

奈な

お緒

Ｑ　

市
街
化
調
整
区
域
の

空
き
家
活
用
に
向
け
た
要
件
緩
和
な
ど

の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

市
街
化
調
整
区
域
は
、
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
す

る
た
め
、
建
築
物
の
用
途
変
更
に
つ
い
て
一
定
の
制
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
空
き
家
の
さ
ら
な
る

有
効
活
用
を
図
る
に
は
、
用
途
変
更
の
要
件
に
つ
い
て
、

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
既
存
住
宅
の

用
途
変
更
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
活
用
の
可

能
性
を
広
げ
ら
れ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
要
件
を
緩
和
で

き
る
の
か
、審
査
基
準
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
が
整
い
次
第
、
開
発
審
査
会

に
諮
問
し
、
既
存
住
宅
の
活
用
促
進
に
向
け
た
用
途
変

更
の
柔
軟
化
を
図
っ
て
い
く
。

佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

Ｑ　

ご
み
の
適
正
排
出
を

市
民
の
責
務
と
し
て
明
確
化
し
違
反

シ
ー
ル
や
開
封
調
査
が
導
入
さ
れ
た
が
、

残
置
さ
れ
た
ご
み
を
分
別
し
直
す
な
ど

町
内
会
な
ど
の
負
担
へ
の
改
善
点
を
含

め
た
認
識
は
。

Ａ　
残
置
さ
れ
た
違
反
ご
み
の
対
応
で
、
地
域
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
不

適
正
排
出
が
繰
り
返
さ
れ
る
集
積
所
を
職
員
が
現
地
確

認
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
実
情
を
伺
い
対
応
を
検
討
し
、

地
域
と
合
同
で
違
反
ご
み
の
分
別
作
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
加
え
て
、
地
域
と
相
談
し
交
通
量
の
少
な
い
場

所
に
集
積
所
を
移
設
し
、
地
域
外
か
ら
の
持
ち
込
み
を
防

ぐ
取
り
組
み
な
ど
、
排
出
状
況
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗

Ｑ　

県
内
企
業
が
取
得
し

た
旧
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
福
島
店
跡
地

の
開
発
を
含
め
た
西
口
全
体
の
活
性
化

方
針
は
。

Ａ　
民
間
の
開
発
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
福
島
駅
東

西
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
魅
力
向
上
に
向
け
ど
の
よ
う

な
連
携
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。
西
口
の
活
性
化
の

動
き
を
生
か
す
に
は
、
交
通
結
節
点
の
西
口
駅
前
広
場
の

再
構
築
や
駅
東
西
の
連
続
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
民
間
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
東
口
再
開
発
事
業

と
跡
地
の
新
た
な
活
用
、
東
西
自
由
通
路
の
整
備
や
西
口

駅
前
広
場
の
再
構
築
を
柱
と
し
、
東
西
一
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。
ま
た
、
周
辺
の
公
共
施
設
な
ど
と
連
携
し
、

回
遊
性
を
高
め
、
魅
力
と
価
値
向
上
に
取
り
組
む
。
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～電子採決システムによる採決結果～ （〇：賛成、×：反対）
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属

区 

分

議員名

件名

採
決
結
果

鈴
木　
　
哲

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

萩
原　
太
郎

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

二
階
堂
利
枝

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

市 

長 

提 

出

７年度決算
各会計歳入歳出決算認定 〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 × 〇

条例改正
市立学校条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

陳 

情

「福島新エネ社会構想」の
抜本的見直しと、自然環境
保全を最優先する代替案の
策定を国に求める意見書提
出方について

× × × × × × 〇 ×

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

Ｑ　

も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
公
共
交

通
を
担
う
バ
ス
事
業
者
の
持
続
性
と
乗

車
総
数
を
増
や
す
た
め
に
も
２
万
円
の

上
限
を
撤
廃
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　
本
事
業
は
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
確
保
や
公
共
交
通

の
利
用
促
進
な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
る
一
方
、
将
来
に
わ
た

る
制
度
の
維
持
に
は
、
利
用
促
進
と
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
活
用
が
必
要
で
あ
る
。
利
用
者
間
の
助
成
額
差
が
課
題

で
あ
り
、
公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
利
用
上
限
を
設
定
し

た
。
外
出
支
援
を
全
額
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
は
、
財
政

上
の
限
界
が
あ
り
、
上
限
撤
廃
は
、
利
用
状
況
、
持
続
可

能
性
や
公
平
性
、
財
政
負
担
な
ど
を
勘
案
し
慎
重
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。
幅
広
い
利
用
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

小お

の野　

京き
ょ
う
こ子

Ｑ　

市
部
活
動
地
域
展
開
・

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
く

地
域
展
開
の
目
標
、
基
本
方
針
は
。

Ａ　

部
活
動
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
子
ど
も
の
時
間
Re
・

デ
ザ
イ
ン
と
し
、
休
日
や
放
課
後
の
過
ご
し
方
、
や
り
た

い
活
動
な
ど
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
人
材

や
各
種
団
体
、
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
地
域
全
体
に
お
け

る
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
基
本
目
標
と
し
て
い
る
。
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
芸
術
活
動
に
親
し
め
る
地
域
環
境
の
整
備
、
様
々
な

実
施
主
体
に
よ
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
展
開
、
指
導
者
の

確
保
と
質
の
向
上
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築
、

活
動
場
所
、
活
動
環
境
の
整
備
の
４
つ
を
基
本
方
針
と

し
て
、
地
域
展
開
を
推
し
進
め
て
い
る
。

議案等審議結果

区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

８年度補正予算　一般会計／水道事業会計／飯坂町財産区特別会計／介護保険事業費特別会計
７年度決算　水道事業会計決算認定／下水道事業会計決算認定及び剰余金処分／農業集落排水事業会計決算認定
条例改正　公告式条例／手数料条例及び印鑑の登録及び証明に関する条例／認可地縁団体印鑑の登録及び証明に
関する条例／児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例等／廃棄物の処理及び清掃に関する条例／
景観条例
人事　教育委員会委員任命（２件）／公平委員会委員選任／固定資産評価審査委員会委員選任／人権擁護委員候
補者推薦
工事請負契約　誠電社WINDYスタジアム三種公認更新工事／岳陽中学校校舎他外壁等改修工事
工事請負契約の一部変更　こむこむ館屋根等改修工事（電気設備）
財産取得　信夫ケ丘競技場３種公認検定備品／消防ポンプ自動車／水槽付き消防ポンプ自動車／高規格救急自動車
その他　市道路線の認定／財産処分（福島おおざそうインター工業団地）

議員提出 意見書　完全な復興がなされるまで復興庁・復興局の存続を求める意見書／クマ被害防止における国の主体的な
対応を求める意見書

～全会一致で可決等されたもの～

議案の概要及び資料等はこちらからご覧ください▼


